
「2019 防災産業展 in 東京」出展報告 

技術移転部部長 梶原義範 

農研機構農村工学研究部門は東京ビックサイト（青海展示場）において6月5日(水)～6月7

日(金)に開催された「2019 防災産業展 in 東京」（主催：日刊工業新聞社）へ展示ブースを

出展しました。「2019 防災産業展 in 東京」には、合計71社・団体の出展があり、3 日間で 4万

3千人を超える方が来訪されました。 

展示ブースにおいては、豪雨・地震時のため池決壊と下流被害の危険度をWEB上でリアルタイ

ムに予測・表示し、それらの被害を防止するための情報を提供する「ため池防災支援システム」

や、ため池が決壊した場合の下流域の氾濫解析を行う「SIPOND」など、今後本格的社会実

装・普及が予定されているシステムの紹介や、ドローンを利用した最新の農業用水利施設の点検

技術、昨年西日本を襲った豪雨災害での農工研の対応等についてパネル展示等を行い、これまで

農工研が主体的に行ってきた研究・開発の成果や災害現場での取組を来場者に広く知って頂く機

会となりました。

本年7月からのため池法の施行を目前に控え来場者の関心は高く、行政機関、コンサルタ

ント等農業・農村整備関係者にとどまらず、異業種のメーカーやシステム開発事業者など

からもため池決壊のメカニズムに関する質問や、技術連携の可能性の照会等も多く寄せら

れました。 

農工研は、今後もさらなる防災･災害対策技術の研究･開発や災害現場での技術支援等を通じ

て安心･安全な農村地域実現に貢献していきたいと思います。お越し頂いた皆様には改めて御

礼を申し上げます。 

出展の状況 
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